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私は，３月１１日の東日本大震災のニュースは日
本のニュースではないと感じた。そして８月９日
から２日間ボランティアに参加している最中も
「ここは日本なのだろうか。」と感じた。そしてボ
ランティアを終え，帰りのバスに乗ったときに「確
かにこの場所は陸続きの同じ日本。そこに自分は
何か力になれたのか」と感じた。
ボランティアに行こうと思ったきっかけは３月
１１日から感じていた「支援したいのに，募金や物
資を送ることしかできない」という気持ちを晴ら
して現場で力になりたいと感じたから。もうひと
つは不謹慎だが，実際に自分の目で被災地の現状
を確かめたかったからである。ボランティアに行
くにあたって用意したものは，安全靴，防塵マス
ク，皮手袋などである。だが，実際に活動した陸
前高田のボランティア本部には上記のものに加え
てスポーツドリンク，スコップなどが配布・貸出
されていた。活動時間は９時～１５時と活動時間が
決まっていて，ボランティアの人が無理して体調
を崩さないことが第一である，と説明を受けた。
ボランティアの待遇はとてもいいことに驚かされ
た。そこで，私たち福井から来た大学連携リーグ
は側溝の泥出しをするように指示を受け，バスで
現場へ向かった。
バスでの移動途中の光景は目を見張るものだっ
た。見渡せばほぼ荒野でところどころ山がある。
良く見ると瓦礫の山だ。そして無残な廃車が並ぶ
駐車場。残っているのは家の基礎だけで，もとも
とこの場所にまちがあったと考えるとぞっとした。
バスの中で少しでも貢献しようと心底思った。
実際の活動は想像より過酷なものであった。道
に沿って続いている側溝の重いコンクリートのふ
たを開けると，泥が目一杯詰まっている。それを
スコップでひたすらにかき出す作業。炎天下で行
うので体力の消耗が激しかった。一日目の夜はぐ
っすりと眠ることができた。
２日目，昨日と同じ泥出しをするということだ
ったので，一日目よりは効率よく動くことができ
たと感じた。
２日間のボランティアを終えて感じたのは，無
力感。２日間，暑い中で福井のボランティアチー
ム総勢３０人ほどが汗を流して全力で行った作業は
側溝の泥出し５０ｍほど。被害の何万分の一だろう。
側溝の泥出しなんて，なんて些細なことなのだろ
うと感じた。しかし，これが現状。被害が大きす
ぎて，自分のしたことが小さく見えるのは当然だ。
しかし，小さい支援を続けていかなければ現状は
全く前進しない。
私がボランティアを終えてから心がけているこ
とは支援の大切さを友達に発信することと被災地
のことを忘れないという２つである。友達に支援
の大切さを伝える。もちろん，学生としていい経
験ができるとも私は思うので積極的にボランティ
アへ行くように勧めている。被災地のことを忘れ
ない。時間が経つにつれ，世間の地震に対する印
象は弱まるが，私は忘れずに継続的に支援を行っ
ていきたい。
いち早く，被災地の復興と被災者の心の傷が癒
えることを祈る。
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